
１．はじめに

本工事は、地域水田の用排水路整備工事である。

佐賀平野特有の低平なクリーク地帯における農業

生産の安定や地域住民の安全・安心な生活を目指

す必要があり、クリークの護岸整備により、農地

の湛水を防止できる面積率を高める目的である。

今回工事を行う場所は、集落が隣接する水路工事

で農道の幅員が４．５ｍと狭く、仮設道路と接続す

る為、資材運搬・残土運搬時の一般交通に対する

配慮が必要であった。又、圃場に借地がなされて

おり田面に雑物が混入しないよう特に注意する必

要があった。
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発生土盛土 ９６３ｍ３
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写真―２ １８―１号 完成

写真―１ １８―１号 着工前
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法面整形 ４，９５２ｍ２

作業残土処理 １，８１３ｍ３

水路工

護岸工 ３，４３８ｍ２

捨石工 ３９ｍ３

復旧工

農地復旧工 １．０７ha

暗渠排水復旧工 ３，３１７ｍ

２． 現場における課題・問題点

問題点 �
通勤車両が集中する農道（幅員４．５ｍ）であ

る為搬入車両の進入時間を調整する必要があっ

た。又、農道進入口が地区の要請で１方向のみ

で農道進入口の混雑と、仮設道路出入口での混

雑が予想された。

問題点 �
農道の為、既設舗装版を破損させる恐れがあ

り過積載防止の必要があった

問題点 �
圃場の借地内に改良土（セメント改良）を土

木シート上に仮置きする為、耕地の PH値が上

昇し作物の育成に支障が起こる。又、地盤改良

時のセメントの飛散や改良土を田面に持ち込ま

ない配慮も必要である。

図―１ 断面図

写真―３ 農道進入口

写真―４ 仮設道路出入口

写真―５ 農道進入口拡幅
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３．対応策・工夫・改善点

問題 �について
�―１ 工事着手前に通勤車両の時間帯を調査し、

AM８：４０分以降とした。

�―２ 関係する２地区については自治会長を通

じて工事内容を説明した回覧をお願いし

地域住民及び耕作者への理解をお願いし

た。

�―３ 農道での離合及び進入を容易にする為道

路を拡幅し離合及び出入りを改善した

�―４ 拡幅用の盛土上はズレ防止の為、土木シー

トを敷設し敷鉄板を設置した。

問題 �について
�―１ 運搬するトラックの車検証を提出させ最

大積載量の確認及びダンプ検収による容

積確認を行った。測定の結果、荷台より

１２ｃｍ上がりで７．２ｍ３の積載である為最大

積載量以下である事を確認した。

ダンプ検収結果

V＝２．２×５．１×０．５３＋（５．０＋５．１）１／２×

（２．２＋２．０）１／２×０．１２＝７．２ｍ３

改良土単位体積質量＝１．３

ほぐし率＝７０％として７．２ｍ３×１．３＝９．４t

×７０％＝６．６t

最大積載量＝車両総重量－車両重量－乗

車定員重量 ※５５kg／１名当たり換算

上記の結果から、過積載にならない事を

確認し積込の際は、荷台からの上がり１０

ｃｍを目安に積込を指示し改良土の落下

防止にも努めた。

�―２ セメント固化材については１台当たり９t

毎で搬入を指示し過積載防止を図った。

問題 �について
�―１ 土木シート上は畦畔築立の為の普通土を

仮置き専用として護岸工完了まで河床内

の改良土を存置し耕地への仮置きを行わ

ない工程とした。

�―２ セメント固化材の飛散防止として、散布

時は落下高さを極力低くし飛散防止に努

め、攪拌はバケット攪拌であったがツイ

ンヘッダー攪拌により飛散低減及び攪拌

精度の向上を図った。

固化材空袋は、河床内で篩い落として散

写真―６ ダンプ検収

写真―７ ダンプ検収

写真―８ 固化材搬入状況
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布の都度丁寧に折り込み整理して耕地内

への持込防止に努めた。改良土の耕地内

への持込防止策として、掘削積込は田面

側より行ない残土処分を完了した。又、

田面監視により改良土及び雑物が有れば

その都度片付けを実施した。

�―３ 河床内の残留水は、希硫酸による中和処

理であったがより効果的に処理を行う為、

炭酸ガス中和処理施設を設置し、工事区

間内外のクリーク貯留水を事前に PH測定

しその平均 PH値７．５を設定して放流した。

４．おわりに

今回の工事は、前年度工事の引続きであり耕作

者及び地元の要望に添える為、耕作地への配慮を

重要視した。水路工事で有るため、水替管理が大

変だったが無事工期内に完了し、耕作者に最終確

認をお願いして引き渡しを行った。地元住民及び

耕作者の方にはご協力をいただき無事故で苦情も

なく工事を完成できた。

写真―１２ 中和処理施設

写真―９ 固化材散布状況

写真―１３ PH測定状況

写真―１０ 攪拌状況

写真―１１ 残土積込状況
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